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腹-59 F)質 盛上の崩壊に関する研究

またバ こ 盗 上にわける'i透水の作用 に着目し

て′ その崩壊の救林 を知るために,ま す
｀
貧影口もに

これをつロベ,次 に,2論`勺な形影寸をイiな った。

試料には,崩 壊 しやすくノ かつ解析 をぶ易にす

るため比霧静Cl■い万ッを用いたが′その1性質は表
一

イスび
｀
図一 |の通 りて

｀
ある。

失験方法 写 真 -1に あるように実験瘤の中に′図
-2に
示す断面寸法で,長 こ 171Lの盛上 をっ くリノ 雨

の代 りに同図のように夭端だけに 0.082ε%cc/crの水 在―

檬 に技いた。また,実 験 は次の構造の盛上につν`て行

なった。すなわ ち′

(i)矛)だけによるもの

ol)ノ リ屁 にフィル ターとして砕石を×れたもの

(i“)天 端から 5C肌の深 さの面にビニーノ/フィブレム

を敷き′ /り 境 と斜 面にそれ ぞれ砕/EDで11に7K

支゙備 をた したもの

但 しこれ らの霊上の間げき比はθ.7～α9と した。

また7Kイ立は図-2の まうに して増矢ズヽの■7ノ メータ
ー

を用いて)貝1たした。

欠験結果 上 のように して実験 を行 なった所ノ(1)'

(|いが崩壊 し,(:1)は崩壊 しなかった。ここて
゛
(市)がくずん

たのは,壼 上の邊水 力ヾJ卜帝によν`ため′斜 面の株 水薄

ボ役に主たなかった のであろう。 ま た崩壊の しかたは

v ず`れの場合 も, まず漫透圧で ノリ先バわずかにくず

4ノ し |ごらくしてか ら 1～ 2回 にわたっく崩ナ表した。

本生の高さに(i),(iiiら(li)の1り資でぁった。 なゎ図-3

に(1)の場合の崩壊時 の水位 を示す。同図では欠漁 の水

位1よ崩壊時の欠測水往てち点線は後に示す(3)式によっ
て,同 時亥1の水// 1を計算 しくズめたものぞある。

…  = :  3′ )よ うに ノリ先 を原点 として′

左標車由をとり, ―,■11に図 -4の ように,イ跛小区潤δχ
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